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今
回
は
、
暫
定
世
界
遺
産
リ
ス
ト
に
は
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
が
、
わ
が
国
の
土
木
遺
産
で
世
界
遺
産
ク
ラ
ス

の
も
の
は
な
い
の
か
、
と
い
う
命
題
に
対
し
て
応
え
て

み
る
。
ま
ず
は
石
造
ア
ー
チ
橋
の
宝
庫
で
あ
る
九
州
を

と
り
あ
げ
る
。

　

石
造
ア
ー
チ
橋
は
全
国
に
分
布
し
て
い
る
が
、
九
州

の
石
造
ア
ー
チ
橋
は
数
と
質
に
お
い
て
圧
倒
的
で
あ
る
。

ち
な
み
に
全
国
に
は
約
一
、八
〇
〇
橋
の
石
造
ア
ー
チ

橋
が
あ
る
が
、
九
州
以
外
は
六
〇
橋
で
、
残
り
は
す
べ

て
九
州
地
域
に
あ
り
、
九
七
％
を
占
め
る
。

　

質
的
に
は
ど
う
か
。
県
別
で
み
る
と
、
か
つ
て
は
鹿

児
島
の
方
に
分
が
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
熊
本
の
方
が

い
い
橋
が
あ
る
。
鹿
児
島
に
は
甲こ

う

突つ
き

川が
わ

に
岩
永
三
五
郎

作
の
多
連
式
の
五
大
石
橋
（
玉
江
橋
・
新
上
橋
・
西
田

橋
・
高
麗
橋
・
武
之
橋
）
が
架
設
さ
れ
て
い
た
が
、

一
九
九
三
年
の
洪
水
で
上
流
の
新
上
橋
と
武
之
橋
が
流

失
、
県
と
市
は
残
っ
て
い
た
橋
ま
で
も
撤
去
し
て
河
川

改
修
を
し
て
し
ま
っ
た
。
長
崎
市
に
あ
る
国
の
重
要
文

化
財
の
眼
鏡
橋
は
、
一
九
八
二
年
の
長
崎
大
水
害
で
ア

ー
チ
・
リ
ン
グ
を
残
し
て
橋
が
流
さ
れ
た
が
、
流
失
し

た
石
を
収
集
す
る
な
ど
し
て
橋
は
復
元
さ
れ
た
。
将
来

の
洪
水
流
に
対
し
て
は
、
川
の
両
側
に
地
下
河
川
を
掘

る
と
と
も
に
、
上
流
の
水
道
ダ
ム
群
を
治
水
を
含
む
多

目
的
ダ
ム
に
改
築
・
改
修
し
た
。
鹿
児
島
で
も
甲
突
川

左
岸
の
公
園
下
を
地
下
河
川
に
す
れ
ば
、
三
つ
の
石
橋

を
十
分
に
残
せ
た
の
に
、
県
と
市
当
局
は
そ
の
策
を
と

ら
な
か
っ
た
。
橋
梁
遺
産
の
世
界
的
な
権
威
者
で
あ
る

エ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
ロ
ー
ニ
氏
が
現
地
を
訪
れ
、
世
界
遺

産
の
価
値
あ
り
と
評
価
し
て
く
れ
た
の
に
も
、
耳
を
貸

さ
な
か
っ
た
。

　

失
わ
れ
た
橋
を
紹
介
す
る
こ
と
が
今
回
の
テ
ー
マ
で

は
な
い
。
九
州
の
石
造
ア
ー
チ
橋
群
は
何
故
に
世
界
遺

産
足
り
得
る
か
、
で
あ
る
。
九
州
各
県
に
は
そ
れ
ぞ
れ

石
造
ア
ー
チ
橋
が
あ
る
が
、
興
味
深
い
の
は
九
州
山
脈

を
境
に
し
て
西
側
と
東
側
で
は
、
石
造
ア
ー
チ
橋
の
種

類
が
ち
が
う
。
ど
う
ち
が
う
の
か
。
時
代
と
構
造
、
そ

し
て
橋
の
機
能
が
ち
が
う
の
だ
。
ち
が
い
は
、
熊
本
県

と
大
分
県
と
に
典
型
的
に
現
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
時
代
。
熊
本
県
の
石
造
ア
ー
チ
橋
は
半
数
以
上

が
江
戸
期
竣
功
だ
が
、
大
分
県
の
そ
れ
は
、
近
代
以
降

の
大
正
・
昭
和
戦
前
期
に
架
設
さ
れ
た
も
の
が
圧
倒
的

に
多
い
。

　

構
造
は
、
熊
本
県
は
接
着
剤
の
石
灰
や
モ
ル
タ
ル
を

使
わ
ず
（
空
積
み
）、
し
か
も
ア
ー
チ
の
壁
石
は
自
然
石

に
手
を
加
え
た
乱
積
み
形
状
の
も
の
か
ら
直
方
体
に
近

い
も
の
ま
で
あ
る
の
に
対
し
、
大
分
県
の
そ
れ
は
、
モ

八勢眼鏡橋（熊本県）
写真ではわかりにくいが、ここでは３つ
のアーチがみられる。写真の手前アーチ
が八勢川本流をまたぎ、奥に用水路をま
たぐアーチがあり、両者一体となった橋
で、県下最長の石橋（62ｍ、1855年）。
もうひとつのアーチは、用水路が支流を
またぎ（写真右手側）、県下最古の水路橋
（1814年）。

二股橋（熊本県）
連続した二橋で、手前左が二股橋
第二橋、奥正面が第一橋。二つの
橋の共通橋台に控えの石積みをし
て補強。壁石の大きさはかなり不
ぞろいなのがわかる。宇市の兄の
嘉八の作、1822年頃の竣功。

通潤橋橋台部ディテール
通潤橋の橋台部は、高い壁石を
支えるため、城石垣の積み方（鞘
石垣）を取り入れて補強した。

放水時の通潤橋（熊本県）
対岸の白糸台地に水を送るための
水路橋。通常のオープンな水路だ
とアーチの高さをさらに高くしな
ければならないので、サイフォン水
路になっている。水漏れ防止にも
工夫がみられる。種山石工の宇市
（石工頭）・丈八の作、支保工担当の
大工棟梁は茂助。1854年竣功。
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水
密
性
や
用
水
路
網
な
ど
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
水
路

橋
の
方
が
技
術
的
に
は
む
ず
か
し
い
。

　

問
題
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
違
い
が
生
じ
た
の
か
、

に
あ
る
。
同
じ
質
問
を
、
わ
が
国
の
石
橋
研
究
の
祖
で

あ
る
故
山
口
祐
造
氏
に
お
聞
き
し
た
こ
と
が
あ
る
。
氏

の
答
え
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
。

　

裕
福
な
熊
本
藩
と
貧
乏
で
小
藩
が
分
立
し
て
い
た
大

分
と
の
違
い
だ
と
い
う
。
熊
本
藩
は
平
野
が
広
く
、
農

民
も
裕
福
だ
っ
た
の
で
、
石
造
ア
ー
チ
橋
と
と
も
に
用

水
路
を
つ
く
っ
て
米
の
増
収
に
努
め
た
が
、
大
分
各
藩

で
は
平
野
も
狭
く
、
財
政
も
豊
か
で
な
か
っ
た
の
で
、

江
戸
時
代
に
は
水
路
用
の
石
造
ア
ー
チ
橋
は
つ
く
れ
な

か
っ
た
。

　

大
正
・
昭
和
に
な
っ
て
大
分
で
石
造
ア
ー
チ
橋
が
増

え
た
の
は
、
セ
メ
ン
ト
が
普
及
し
て
か
ら
で
あ
る
。
材

料
の
凝
灰
岩
は
地
元
で
採
れ
、
石
工
も
い
た
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
橋
を
つ
く
る
よ
り
、
安
く
容
易
に
つ
く
れ
た
の

で
あ
る
。
因
み
に
、
熊
本
県
で
は
明
治
に
な
る
と
い
ち

早
く
近
代
の
材
料
を
使
用
し
た
鉄
の
橋
や
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
・
ア
ー
チ
橋
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
文
明
開
化
の

恩
恵
を
い
ち
早
く
受
け
た
し
、
受
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
維
新
政
府
に
楯
突
い
た
鹿
児
島
は
、
近
代

化
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
。

　

世
界
遺
産
に
な
る
に
は
、
世
界
を
見
す
え
た
ス
ト
ー

リ
ー
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。
石
造
ア
ー
チ
技
術
に
つ

い
て
、
仮
説
的
に
次
の
よ
う
に
考
え
て
み
た
。
そ
れ
は

日
本
の
空
石
積
み
技
術
の
展
開
で
あ
る
。
中
で
も
反
り

の
あ
る
城
石
垣
は
傑
作
で
、
そ
の
技
術
は
石
造
ア
ー
チ

ル
タ
ル
を
使
用
し
、
石
は
直
方
体
に
整
形
し
て
積
み
木

の
よ
う
に
切
石
を
積
ん
で
い
る
。
施
工
的
に
は
、
熊
本

は
現
場
合
わ
せ
だ
が
、
大
分
は
石
切
り
場
で
事
前
に
石

を
つ
く
り
、
現
場
で
は
石
を
並
べ
る
だ
け
で
よ
い
（
ア

ー
チ
・
リ
ン
グ
は
別
）。
石
の
大
き
さ
・
重
さ
も
、
均
一

で
扱
い
や
す
い
。
当
然
、
施
工
期
間
は
短
い
。
阿
蘇
の

溶
結
凝
灰
岩
は
、
切
り
出
し
た
当
初
は
柔
ら
か
く
て
加

工
し
や
す
い
が
、
風
化
す
る
と
堅
く
な
る
の
で
、
建
設

材
料
と
し
て
は
最
適
で
あ
っ
た
。

　

三
点
目
の
機
能
で
あ
る
。
数
か
ら
い
え
ば
両
県
と
も

圧
倒
的
に
道
路
橋
が
多
い
が
、
熊
本
県
に
は
水
路
用
の

石
造
ア
ー
チ
橋
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
水
路
橋
と
し
て
、
岩
永
三
五
郎
の
若
い
こ
ろ
の
作

品
で
あ
る
雄お

亀け

滝だ
け

橋ば
し

や
ア
ー
チ
ク
ラ
ウ
ン
付
近
で
水
を

噴
き
出
す
通
潤
橋
（
国
の
重
要
文
化
財
）
な
ど
が
あ
る
。

橋
の
技
術
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　
「
空
積
み
」
は
「
唐
積
み
」
と
も
書
き
、
中
国
に
由
来

す
る
と
も
い
わ
れ
る
が
、
韓
国
を
ふ
く
む
中
韓
の
石
造

ア
ー
チ
橋
の
壁
石
は
基
本
的
に
整
形
な
直
方
体
を
積
ん

だ
よ
う
な
石
積
み
が
多
い
（
布
積
み
）。
わ
が
国
で
石
の

形
状
が
整
形
直
方
体
に
な
る
の
は
、
当
初
の
長
崎
の
眼

鏡
橋
な
ど
を
除
く
と
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
で
、
西
欧

の
近
代
技
術
と
と
も
に
入
っ
て
き
た
（
最
初
が
皇
居
正

門
石
橋
）。
大
分
の
石
造
ア
ー
チ
橋
に
は
、
近
代
の
考
え

方
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

九
州
、
と
く
に
熊
本
と
大
分
の
石
造
ア
ー
チ
橋
を
み

れ
ば
、
長
崎
の
眼
鏡
橋
以
降
の
日
本
固
有
の
ア
ー
チ
技

術
の
展
開
過
程
が
よ
く
わ
か
る
。
ま
た
石
造
ア
ー
チ
橋

が
多
い
の
は
、
中
国
で
い
え
ば
杭
州
や
蘇
州
の
水
郷
鎮

で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
い
え
ば
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ネ

チ
ア
で
、
い
ず
れ
も
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
（
の
近

く
）
に
築
か
れ
た
都
市
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
日
本

の
熊
本
・
大
分
は
、
山
里
の
地
域
に
石
造
ア
ー
チ
橋
が

架
設
さ
れ
て
い
る
。
地
域
的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
だ
。

　

世
界
遺
産
登
録
に
は
、
地
元
の
熱
意
も
大
切
で
あ
る
。

故
山
口
祐
造
氏
は
、
石
橋
の
伝
道
師
で
も
あ
っ
た
。「
日

本
の
石
橋
を
守
る
会
」
を
設
立
し
て
、
石
橋
の
大
切
さ

を
訴
え
て
き
た
。
現
在
、
九
州
に
は
、
県
別
に
石
橋
同

好
会
が
あ
り
、
石
橋
愛
好
者
も
ふ
え
て
い
る
。
地
元
の

高
校
生
も
石
橋
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
い
る
。

　

海
外
の
石
造
ア
ー
チ
橋
と
の
比
較
研
究
や
各
地
域
の

石
工
職
人
の
研
究
な
ど
も
進
展
さ
せ
て
、
ぜ
ひ
世
界
遺

産
に
名
乗
り
を
あ
げ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

鳥居橋橋脚ディテール
橋脚部とアーチ起拱部の接合部で、橋脚は
さらに下に長くのびる。熊本の石橋と比べ
ると、石が整形され、大きさも均一で、目
地にはしっかりモルタルが塗り込められて
いることがわかる。

鳥居橋（大分県）
すらっと伸びた優美な橋脚、気品すらあること
から、「石橋の貴婦人」とも呼ばれる。こんな細
い橋脚で大丈夫かな、と思うが、ルース台風（昭
和26年）をふくむ多くの洪水に耐えてきた。
大分の名工松田新之助の作、1916年竣功。

耶馬渓橋（大分県）
日本で唯一の８連の石造アーチ橋であり、橋長116mもあるわが国最長の石
造アーチ橋。地元の人は「オランダ橋」と呼ぶが、長崎の石橋に多い整然とし
た布積みを意識したのではないかといわれている。設計者は中津管区土木事
務所の永松昇、請負者は岩渕万吉と、設計・施工が分離し、近代化されてき
た。1923年竣功。


